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最終目標



地層処分事業における

合意形成手法のフォーマル化モデル

の具体化



行政機関を中心とする合意形成手法の検討

（友岡）







共通する関連要素の発見







土地利用者を中心とする合意形成手法の検討（研究協力者として・和泉田）

















